
資料－５

生活排水における亜鉛濃度の時間変動について

２施設を対象に亜鉛濃度の時間変動調査を実施した。両施設とも流入水及び放流水の

亜鉛濃度の顕著な変動は認められなかった。

＜流入水及び放流水の の時間変動＞Zn

ＮＯ ．８ ＮＯ ．７

流入水 放流水 流入水 放流水

時間帯 亜鉛（μ ） 亜鉛（μ ） 亜鉛（μ ） 亜鉛（μ ）g/L g/L g/L g/L
8 9 55.2 63.8～

9 10 78.4 50.1～

10 11 63.4 25.1 53.9 40.6～

11 12 65.3 50.3～

12 13 64.8 55.9～

～ －13 14 61.8
～ －14 15 64.1
～ －15 16 61.8

16 17 60.3 34.3 47.8 55.3～

～ －17 18 53.2
～ －18 19 60.7

19 20 51.8 61.8～

20 21 53.1 49.4～

21 22 69.7 47.9～

22 23 54.3 33.0 41.6 65.0～

23 24 47.2 41.4～

24 1 44.3 73.3～

～ －1 2 46.4
～ －2 3 48.0
～ －3 4 47.8

4 5 35.2 40.1 55.5～ －

5 6 47.0 48.3～

6 7 45.1 48.1～

7 8 50.4 57.5～

（＊注）施設Ｎｏ７、８は第２回資料３－２のＰ４の番号に対応している。.
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事業場排水における亜鉛濃度の時間変動について
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形態別の亜鉛濃度の経時変化（輸送用機械器具製造業）  
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天然ガラス原料溶融時に、微量

成分の一つである亜鉛が揮散

して廃ガス中に存在 
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水処理工程における調査地点 
業・土石製品製造業） 
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形態別の亜鉛濃度の経時変化（窯業・土石製品製造業） 
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脂肪酸誘導体 
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その他の製造業） 
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形態別の亜鉛濃度の経時変化（その他の製造業） 
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形態別の亜鉛濃度の経時変化（ゴム製品製造業）  
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